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まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載出来なかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

やさしさからの行動
栗山中学校野球部が屋根の雪下ろし

栗山中学校の野球部（井上大輔監督）が 1 月 11 日か
ら 13 日まで、校内の自転車小屋や玄関テラスなどの屋
根の雪おろし奉仕作業を行いました。屋根には、2 週間
ほど続いた豪雪により、深いところで生徒の背丈ほど
積っていました。坪田 弘校長は「記録的な降雪となり
雪おろしをしなければ自転車小屋が倒壊していたかもし
れません。体力づくりと称して行ってくれたことです
が、物や建物を大事にするやさしさからの行動だと思い
ます。感謝で一杯です」と嬉しそうに話していました。

いたましい事故が起きないように
交通安全指導員観閲式・交通安全祈願式

町の郷土芸能「角田獅子舞保存会」
による「かがり火舞」が、元日の午
前 0 時すぎに角田神社で行なわれま
した。角田獅子舞は昭和 28 年に誕生
し、参加者の減などを理由に一度は休
止状態になりましたが平成 4 年の元
日に見事復活。以来、今回が 20 回目
となりました。かがり火で照らされ
た境内で、猩々（しょうじょう）が
栗山の蔵元『北の錦』の酒を 2 頭の
獅子に飲ませ、酔いながら掛け合う
姿に、来場者からは大きな拍手が送
られていました。五穀豊穣、家内安
全を願う 2 頭の獅子の力強い舞を見
るため、札幌市から 3 年続けて訪れ
たという玉置重美さんは「歴史があ
る角田獅子舞いはとても素晴らしい
です。各地では、後継者不足などか
らか郷土芸能のイベントが減ってい
ますが、これからも頑張って続けて
もらいたいです」と話していました。

五穀豊穣を願う
角田獅子舞かがり火舞

平成 23 年の交通安全祈願式が 1 月 12 日、栗山天満
宮で行われました。天満宮参道で交通安全指導員の観
閲式の後、拝殿内で約 40 人の関係者が今年 1 年の無
事故を祈願しました。椿原紀昭町長は「昨年、町内で
の死亡事故は起きませんでが、依然北海道は交通事故
が多く、高齢者のいたましい事故が多く発生しました。
尊い命を失わないために決意を新たにしたい」とあい
さつしました。祈願式終了後、市街地交差点などで交
通安全指導員による年初め街頭指導が行われました。 

栗山町 検索
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技術でなにか恩返しを
鳥山電気工事㈱より栗山小のトイレヒーター寄贈

１枚を争う熱いたたかい
全町子どもかるた大会

栗山町青少年育成会（藤井吉美会長）主催の全町子ど
もかるた大会が 1 月 16 日、南部公民館で行われました。
小学生 18 チーム、中学生 9 チームの計 27 チーム、93
人が参加し、連日の豪雪にも負けない熱いたたかいが繰
り広げられました。かるたは小倉百人一首の下の句かる
たで木札を取り合うもので、各チーム 3 人 1 組となって
競技します。保護者をはじめ会場を埋め尽くした観客が
見守る中、「入った！」と気合の入った声が響くなど、1
枚を争う白熱した試合がいくつも展開されました。

栗山剣道少年団（梶良行団長：団
員数 46 人）による新年の鏡開きが
1 月 10 日、栗山小学校体育館で開か
れました。鏡開きは、武家社会の風
習が一般化したものとされ、切ると
いう言葉が『武士の切腹（腹を切る、
割る）』を連想させるという理由か
ら、縁起が良い『開く』という言葉
が使われるようになりました。大勢
の子どもたちが見守る中、指導者の
長谷忠夫さんが真剣を振りぬき「ズ
ンッ」という重たい音とともに鏡餅
に刀がはいりました。長谷さんは「こ
の鏡開きは 40 年以上続いている伝
統行事です。子どもたちが怪我をせ
ず、道場が繁栄できるようにと願い
を込めて続けています」と話してい
ました。鏡開きの後は、皆で剣道の
練習を行い、父母の手によって調理
されたお雑煮をおいしくいただきま
した。

40 年以上続く伝統
剣道少年団 鏡開き

町内の鳥山電気工事株式会社（鳥山幸健代表取締役）
より、創業 65 周年を記念して栗山小学校へトイレヒー
ター 20 台が寄贈されることとなり 1 月 21 日、椿原紀
昭町長へ報告に訪れました。鳥山さんは「祖父の代か
ら 65 年間、栗山町の皆さんに技術を育てていただき
ました。技術でなにか恩返しをと思い、寄贈させてい
ただくことにしました」と話しました。椿原町長は「子
どもたちが学校でよりすごしやすい環境になります。
感謝します」とお礼を述べました。



　
　

道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内
容
を

審
査
す
る
制
度
が
「
北
海
道
苦
情
審
査

委
員
制
度
」
で
す
。
皆
さ
ん
に
代
わ
っ

て
「
苦
情
審
査
委
員
」
が
中
立
的
な
立

場
で
、
道
の
機
関
に
対
し
、
必
要
な
調

査
を
行
い
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
道
の

業
務
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ

る
と
き
は
、
道
の
期
間
に
是
正
や
改
善

を
求
め
ま
す
。
審
査
結
果
ま
で
は
お
よ

そ
２
カ
月
で
す
。
皆
さ
ん
自
身
の
利
害

に
か
か
わ
る
苦
情
で
あ
れ
ば
「
苦
情
審

査
委
員
」
に
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

◆
苦
情
の
窓
口

道
庁
の
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
か
総
合
振

興
局
の
道
政
相
談
室

◆
申
立
方
法

　

苦
情
申
立
書
を
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
に
て
※
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
立
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政
相
談

セ
ン
タ
ー

☎
０
１
1（
2
0
4
）5
0
2
2

　
　

わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方

四
島
の
早
期
返
還
の
実
現
は
、
道
民

は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ
た
る

悲
願
で
す
。

　
　

北
海
道
で
は
、
２
月
７
日
を
「
北

方
領
土
の
日
」
と
し
て
、
領
土
返
還
要

求
運
動
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
り
ま

す
。
次
の
期
間
、
役
場
旧
庁
舎
ロ
ビ
ー

に
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
の

で
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
期

間　

2
月
20
日
㈰
ま
で

◆
場

所　

役
場
旧
庁
舎
ロ
ビ
ー

◆
問
い
合
わ
せ

町
総
務
課
総
務
Ｇ

☎
�
１
１
１
１（
内
線
3
3
7
）

◆
日

時　

３
月
27
日
㈰

午
後
１
時
～
５
時

◆
場

所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
対

象

平
成
19
年
4
月
以
降
に
救
急
員
の
資
格
を

取
得
さ
れ
、
2
年
以
上
経
過
さ
れ
た
方

◆
内

容

暮  

ら  

し
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救
急
法
基
礎
講
習
、
養
成
講
習
に
つ
い

て
の
学
科
・
一
部
の
実
技

※
検
定
は
行
い
ま
せ
ん
が
１
次
救
命
処
置

の
実
技
評
価
を
行
い
ま
す
。

◆
受
講
料（
教
材
費
）　

1
1
5
0
円

◆
申
込
期
限　

３
月
18
日
㈮
（
定
員
30
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
G
内

日
赤
栗
山
分
区
事
務
局

☎
�
１
１
１
１（
内
線
２
９
1
）

平
成
22
年
分
の
決
算
お
よ
び
申
告
書

（
消
費
税
含
む
）
の
計
算
や
記
載
方
法

に
つ
い
て
、
個
別
に
応
じ
ま
す
。

◆
期

間

２
月
１
日
㈫
～
３
月
31
日
㈭
（
土
日
祝

祭
日
を
除
く
）

◆
時

間　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

※
３
月
15
日
㈫
、
31
日
㈭
は
正
午
ま
で

◆
場

所　

栗
山
商
工
会
議
所

◆
納
付
期
限

・
申
告
所
得
税　

３
月
15
日
㈫

・
消

費

税　

３
月
31
日
㈭

◆
振
替
納
付

・
申
告
所
得
税　

４
月
22
日
㈮

・
消

費

税　

４
月
27
日
㈬

◆
延
納
期
限

・
申
告
所
得
税　

５
月
31
日
㈫

※
振
替
納
税
利
用
者
も
同
日

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
商
工
会
議
所　

☎
�
１
２
７
８

まちのおしらせ

人　口　13,488   人  （－12）
　男　　 6,325   人  （－  5）
　女　　 7,163   人  （－ 7）
世帯数　 6,065世帯 （－ 3）

※1月1日現在、（　）内は前月比

人のうごき

３１３ｃｍ
（昨年は141ｃｍ）
※1月15日までの降雪量

降った雪の量

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日

赤
十
字
救
急
法
救
急
員
資
格

継
続
研
修
会

◆
日

時　

3
月
3
日
㈭
～
4
日
㈮

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

◆
場

所

北
農
健
保
会
館
（
札
幌
市
中
央
区
北
4

条
西
７
丁
目
1

－

4
）

◆
講
習
科
目

・
危
険
物
に
関
す
る
法
令

・
基
礎
的
な
物
理
学
お
よ
び
化
学

・
危
険
物
の
性
質
な
ら
び
に
そ
の
火
災
予

防
お
よ
び
消
火
の
方
法

・
練
習
問
題

◆
受
付
期
限

講
習
会
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
ん
だ
り
、

皆
さ
ん
の
趣
味
に
幅
広
く
活
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日

時　

2
月
25
日
㈮

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

◆
場

所

　

い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ
（
中
央
3
）

◆
内

容

・
Y
a
h
o
o
！
や
G
o
o
g
l
e
な

ど
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
使
い
方

・
日
常
的
に
活
用
で
き
そ
う
な
サ
イ
ト
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介　

ほ
か

◆
参
加
料　

無
料
（
定
員
10
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ

☎
�
7
8
8
9
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　国民健康保険税（第 8 期）

　後期高齢者医療保険料（第 8 期）

　介護保険料（第 8 期）

【問い合わせ】☎ �1111
 ･ 課税内容について　町税務課課税Ｇ（内線 324・326）
 ･ 納税相談について　町税金対策室 （内線 210・329）

町税納期のお知らせ 今月の納期限

２/ 28月
納税には

便利な
口座振替を！

国 民 年 金
20 歳からの国民年金

　20 歳から 60 歳未満のすべての人は国民年金
に加入し、保険料を納めることになっています。
　国民年金は、老後の生活保障だけでなく、
万が一、病気やケガで障害が残ったときや、
一家の働き手が亡くなったときなど、あなた
やあなたの家族を守ってくれます。ただし、
加入の届出や保険料の納め忘れがあると年金
が受けられないこともありますので、後悔す
る前に、国民年金に加入しましょう。
　なお、学生の方や収入が少なく保険料の納
付が困難な場合は「学生納付特例」や「若年
者納付猶予」など保険料の支払いを猶予する
制度がありますので、町住民福祉課住民保険
グループで申請してください。

【問い合わせ】
町住民福祉課住民保険Ｇ☎� 1111（内線304）

infomation ２

北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度

学生から見たフィンランドの福祉
北海道介護福祉学校では、福祉の先進地であるフィンランドの職業

専門学校へ学生を派遣しています。フィンランドの高齢者・知的障が
い者施設での研修を通じて学んだことを派遣学生が報告します。

■日時　2 月 28 日㈪　18：00 ～ 19：30
■場所　カルチャープラザ「Eki」　2 階研修室
■内容　フィンランド福祉の実情について

【問い合わせ】北海道介護福祉学校事務局　☎�6060

北海道介護福祉学校

講
　
　
習

☎
�
０
１
５
０

◆
月

日　

３
月
27
日
㈰

◆
場
所
・
試
験
種
類

札
幌
市　

乙
種
（
第
４
類
）、
丙
種

◆
受
験
資
格

乙
種
、
丙
種
は
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
受
付
期
間
　
２
月
18
日
㈮
～
28
日
㈪

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

みんなの

水 道
水道料金は納期限までに！

　水道は、利用されているみなさんに毎月
お支払いただく料金によって、維持されて
います。このことから、水道料金の納期限
を守って納付するようご協力をお願いしま
す。
　なお、料金が長期に渡り未納の場合は、
給水停止となりますので、納め忘れにご注
意ください。
　お支払いは、納め忘れがなく便利な「口
座振替」をお勧めしています。

・自主納付～月末に郵送する納入通知書（は
がき）にて、町の窓口、コンビニエンスストア、
金融機関で、翌月 10 日までにお支払い

・口座振替～検針月の翌月 10 日に、ご指定
の金融機関・郵便局より料金を自動振替

■問い合わせ
町建設水道課上下水道Ｇ
☎ �1111（内線 390・369）

申
告
・
納
税
相
談（
個
人
事
業
）

い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ

趣
味
講
座

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
　
　
験

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習



【
物　

品
】

◇
鳥
村
隆
治
さ
ん
（
雨
煙
別
）
◇
真
教
寺 

小
幡
大
秀
住
職（
杵
臼
）◇
え
ち
ご
や（
中

央
２
）
◇
北
川
生
花
店
（
松
風
２
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
倶
子
会
長
）

　

町
で
は
、
臨
時
職
員
の
採
用
を
登
録

さ
れ
た
方
の
中
か
ら
選
考
し
雇
用
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
登
録
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
と
お
り
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
採
用
の
場
合
は
、
必
要
に
応

じ
て
担
当
課
よ
り
随
時
連
絡
し
ま
す
。

◆
職

種

一
般
事
務
・
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

◆
提
出
書
類　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）

◆
提
出
期
限　

２
月
18
日
㈮

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

町
総
務
課
総
務
Ｇ

☎
�
１
１
１
１（
内
線
３
４
１
）

◆
日
時
・
場
所

・
2
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

道
立
農
業
試
験
場
な
ど
が
開
発
し
た

道
央
圏
に
適
応
す
る
新
し
い
品
種
や
栽

培
技
術
な
ど
の
研
究
成
果
に
関
す
る
新

技
術
を
広
く
普
及
定
着
さ
せ
る
た
め
、

農
業
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

発
表
す
る
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

◆
日

時　

２
月
24
日
㈭

午
後
１
時
～
４
時
30
分

◆
場

所

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
対

象

農
業
者
、
市
町
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
、
農
業
関
係
教
育
機
関
な
ど

◆
内

容

作
物
品
種
開
発
、
花
・
野
菜
、
畜
産
、

農
業
環
境
、
病
害
虫
、
生
産
シ
ス
テ
ム

に
関
す
る
新
し
い
品
種
や
栽
培
技
術
な

ど
の
研
究
成
果
を
、
担
当
研
究
員
が
事

例
発
表

◆
参
加
料　

無
料

◆
申
込
期
限　

２
月
18
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

道
総
研 

農
業
研
究
本
部
企
画
課　

齊
藤

☎
０
１
２
３（
８
９
）２
５
８
7

Fax
０
１
２
３（
８
９
）２
０
６
０

電
子
メ
ー
ル

saitou-yoshiaki@
hro.or.jp
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まちのおしらせ

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

2
月
16
日
㈬
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

25

infomation ２

【
12
月
16
日
～
1
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

久
保
三
郎 

89 

12/15 

廣

記

上
田
ト
シ 

81 

12/16 

本

人

菅
野
房
子 

54 

12/19 

基

晴

西
田
幸
子 

77 

12/23 

繁

打
矢
清
美 

77 

12/24 

本

人

山
岸
キ
ク
ヱ 

85 

12/24 

本

人

宮
越
良
子 

68 

12/26 

本

人

宮
向
　

都 

73 

12/27 

正

後
藤
泰
三 

96 

12/27 

本

人

鈴
木
健
次
郎 

87 

12/31 

本

人

本
田
義
春 

90 

1/4 

本

人

米
林
　

清 

86 

1/4 

本

人

吉
田
ミ
ヨ 

89 

1/4 

征

一

河
村
カ
ヲ
ル 

92 

1/11 

誠

大
野
ミ
ド
リ 

89 

1/11 

本

人

志
摩
ハ
ル
ノ 

90 

1/11 

隆

福
岡
ナ
ツ
エ 

94 

1/13 

威

昇

【
12
月
16
日
～
1
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　
氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

堀
江
嬉き

き々 

12/13

山
内
秀し

ゅ
う
ご悟 

12/13

簱
　

実み
は
る陽 

12/24

埜
瀬
秋し
ゅ
う
い依 

12/24

髙
橋
冬と
う
ま真 

12/24

村
上
柚ゆ
ず
ほ帆 

12/24

大
井
空く
う
が駕 

12/26

宮
田
昊こ

う
が河 

12/28

中
井
穂ほ

の

か

乃
花 

12/29

大

樹

朱

季

祐

司

優
美
子

泰

之

麗

子

拓

美

美
佳
子

聡

光

純

子

英

明

加
菜
絵

和

也

真

鈴
学
美

代

浩

輝

ま
り
子

朝
日
２

朝
日
４

松
風
２

松
風
３

中
央
３

朝
日
４

継

立

松
風
２

朝
日
３

錦

2

富

士

湯

地

松
風
３

継

立

日

出

継

立

松
風
３

中
央
２

継

立

中
央
３

中

里

角

田

鳩

山

南
学
田

継

立

朝
日
４

お
く
や
み

お
め
で
た

町
臨
時
職
員
の
登
録

募
　
　
集

催
　
　
し

農
業
新
技
術
発
表
会

【
金
一
封
】

◇
遠
藤
桃
子
さ
ん（
中
央
3
）よ
り
教
育

寄
付
金（
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
20
年
計
画
事

業
）と
し
て
◇
㈱
日
東
総
業（
松
下
留
雄
代

表
取
締
役
）よ
り
総
務
寄
付
金（
ま
ち
づ
く

り
）と
し
て
◇
久
保
廣
記
さ
ん（
錦
2
）よ

り
社
会
福
祉
寄
付
金（
地
域
福
祉
基
金
）と

し
て

【
物　

品
】

◇
奥
井
利
夫
さ
ん（
札
幌
市
）

【
金
一
封
】

◇
名
古
屋
勉
さ
ん
（
松
風
2
）
よ
り
父
の

逝
去
に
際
し
て
◇
角
田
小
学
校
児
童
よ
り

社
会
福
祉
事
業
へ
◇
田
村
シ
ゲ
子
さ
ん

（
南
学
田
）
よ
り 

夫
の
逝
去
に
際
し
て
◇

栗
山
高
等
学
校
生
徒
会
よ
り
学
校
祭
バ

ザ
ー
益
金
と
し
て

【
物　

品
】

◇
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
青
年
部
◇
北
海
道
三
富

屋
㈱
（
三
田
正
広
社
長
）

【
金
一
封
】

◇
尾
江
弘
二
さ
ん
（
雨
煙
別
）
◇
島
孝
信

さ
ん
（
鳩
山
） ご  

厚  

意

　
　
町
　
へ

　
　
泉
徳
苑
へ

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
く
り
の
さ
と
へ

地デジの準備  お急ぎください！
▲

ジャンボ滑り台　

▲

飲食コーナー（11：30 ～）▲

宝さがしゲーム　

▲

クリレンジャーショー、撮影会▲

もちつき大会　

▲

雪上ジャンボカルタ大会※終了後、アンケート記入者を対象に抽選会を開催！

【問い合わせ】くりやまウインターフェスティバルちびっこ広場実行委員会（商工会議所内：澤野）　☎�1278

第 8 回くりやま
ウインターフェスティバル
ちびっこ広場 11：00 ～ 14：00

 駅前通り商店街イベント広場2 月  5 日㈯  

相  
  

談

心
の
健
康
相
談

地デジ簡易チューナーの無償給付
下記の方には、総務省より地デジ簡易チューナーが無
償給付される制度がありますのでご活用ください。

□支援対象者　
1次のいずれかに該当し、かつＮＨＫ放送受信料が全

額免除となっている世帯
○生活保護などの公的扶助を受けている世帯
○障がい者がいる世帯で、かつ全員が市町村民税非課

税である世帯
○社会福祉施設に入所されている世帯
2次の条件を全て満たす世帯
○世帯全員が市町村民税非課税である世帯
○地上デジタル放送が視聴出来ていない世帯
○ＮＨＫと放送受診契約を結んでいる。または結ぼう

としている世帯

□申込期限
　平成 23 年 7 月 24 日まで（消印有効）
□申込先・問い合わせ先
　総務省地デジチューナー支援実施センター
　☎ 0570-033840 または 0570-023724
※申込書は、町住民福祉課福祉・子育てグループ窓口

にも設置しております。

□給付物
○アナログテレビで地上デジタル放送を視聴するため

の「簡易チューナーの無償給付」
○戸建住宅でアンテナなどの改修が必要な場合は「室

内アンテナの無償給付」または「アンテナなどの改修」
（支援対象者の1に該当する世帯のみ）

 アナログ放送が終了！

2 月11日㈷ 13：00 から約 1 時間

役場の電話が不通になります。
御用の方は、

代替番号 72-1269 まで

役場総務課  ☎ 72-1111（内線 352）


